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1. 2022年3月期第3四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 27,367 9.3 7,043 12.1 7,142 13.7 4,852 11.8

2021年3月期第3四半期 25,032 4.6 6,283 25.7 6,282 24.7 4,339 26.0

（注）包括利益 2022年3月期第3四半期　　5,075百万円 （18.1％） 2021年3月期第3四半期　　4,297百万円 （27.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第3四半期 47.28 ―

2021年3月期第3四半期 42.28 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第3四半期 42,013 35,220 83.8

2021年3月期 38,957 31,760 81.5

（参考）自己資本 2022年3月期第3四半期 35,220百万円 2021年3月期 31,760百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00

2022年3月期 ― 0.00 ―

2022年3月期（予想） 17.00 17.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 7.8 9,200 5.0 9,200 3.4 6,150 0.2 59.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期3Q 105,149,520 株 2021年3月期 105,149,520 株

② 期末自己株式数 2022年3月期3Q 2,512,874 株 2021年3月期 2,528,574 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期3Q 102,622,516 株 2021年3月期3Q 102,620,946 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、添付
資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大の影響により

厳しい状況で推移しましたが、ワクチン接種の促進など各種政策の効果や海外経済の改善もあり、景気は持ち直し

の動きがみられました。一方で、一部の部材調達が難しい状況が続いていることに加え、新たな変異株が確認され

るなど、依然として先行き不透明な状況にあります。

当社グループが属する業界では、テレワークやオンライン教育の拡大ならびにＩｏＴや５Ｇ(第５世代移動通信

システム)の普及によるデータセンター向け、車載向けなどのニーズ拡大を背景に、半導体需要は増加傾向で推移

しました。

このような状況の中、当社グループのエレクトロニクス関連事業において、顧客の設備投資に伴い発生するイニ

シャル部門(特殊ガス供給装置製造、供給配管設計施工)は、主要顧客である半導体工場において、前年同四半期と

比べＤＲＡＭ工場での新規設備投資に伴うイニシャル案件の減少による影響があったものの、ＮＡＮＤ型フラッシ

ュメモリ工場での設備投資は継続されました。また、生産活動に伴い発生するオペレーション部門(特殊ガス販売

管理業務、技術サービス等)は、海外向けスポット案件による増加及び半導体工場での生産活動が拡大しているこ

とから、特殊ガス販売管理業務、半導体製造装置メンテナンスを中心に堅調に推移しました。

グラフィックスソリューション事業においては、デジタルサイネージ向け販売を中心に堅調に推移したものの、

展示会出展に伴う費用及び東京本部移転に伴う費用が発生したため、セグメント利益は前年同四半期と比べ減少し

ました。

太陽光発電事業では、三重県内で３か所の太陽光発電所が稼働しております。

また、当社の退職給付債務の計算方法について、従来まで簡便法を適用しておりましたが、対象となる従業員数

の増加に伴い原則法に変更しており、退職給付費用として121百万円を特別損失に計上しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は27,367百万円(前年同四半期比9.3％増)、営業利益は

7,043百万円(前年同四半期比12.1％増)、経常利益は7,142百万円(前年同四半期比13.7％増)、親会社株主に帰属す

る四半期純利益は4,852百万円(前年同四半期比11.8％増)となりました。

①エレクトロニクス関連事業

当セグメントにおいては、売上高は26,306百万円(前年同四半期比9.3％増)、セグメント利益は7,717百万円

(前年同四半期比14.2％増)となりました。

②グラフィックスソリューション事業

当セグメントにおいては、売上高は909百万円(前年同四半期比12.8％増)、セグメント利益は130百万円(前年

同四半期比22.3％減)となりました。

③太陽光発電事業

当セグメントにおいては、売上高は151百万円(前年同四半期比5.6％減)、セグメント利益は67百万円(前年同

四半期比0.7％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ3,056百万円増加し、42,013百万円

となりました。これは主に現金及び預金が2,212百万円減少したものの、受取手形、売掛金及び契約資産が2,771

百万円増加、有形固定資産が1,457百万円増加、仕掛品が1,212百万円増加したことによります。

(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ403百万円減少し、6,793百万円と

なりました。これは主に支払手形及び買掛金が635百万円増加したものの、未払法人税等が1,216百万円減少した

ことによります。

(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ3,460百万円増加し、35,220百万

円となりました。これは主に親会社株主に帰属する四半期純利益4,852百万円の計上及び配当金の支払1,641百万

円により利益剰余金が3,210百万円増加したことによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2021年５月13日付「2021年３月期決算短信」にて公表いたしました通期の連結業

績予想から修正を行っておりません。なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づいておりますが、新型コ

ロナウイルス感染症拡大による国内外の経済活動の更なる減速、主要顧客の設備投資の遅れ、顧客工場における稼

働率の大幅な低下などにより、今後の事業活動及び経営成績に影響を及ぼす可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,234,827 8,022,511

受取手形及び売掛金 13,955,821 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 16,727,584

商品及び製品 646,642 921,355

仕掛品 990,988 2,203,448

原材料及び貯蔵品 1,560,345 1,606,803

その他 1,266,866 1,858,606

流動資産合計 28,655,491 31,340,310

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,807,064 4,913,838

その他（純額） 2,350,692 2,701,566

有形固定資産合計 6,157,757 7,615,405

無形固定資産 53,389 47,285

投資その他の資産

リース債権及びリース投資資産 2,899,837 2,173,587

差入保証金 268,258 101,684

その他 922,486 735,102

投資その他の資産合計 4,090,583 3,010,374

固定資産合計 10,301,729 10,673,065

資産合計 38,957,221 42,013,375

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,452,897 3,088,567

短期借入金 55,409 100,530

未払金 552,159 384,865

未払費用 327,274 405,187

未払法人税等 1,824,577 607,766

賞与引当金 683,447 300,977

その他 282,361 776,084

流動負債合計 6,178,127 5,663,979

固定負債

リース債務 527,758 457,497

退職給付に係る負債 391,779 580,084

資産除去債務 28,911 26,770

その他 70,486 64,860

固定負債合計 1,018,935 1,129,214

負債合計 7,197,062 6,793,193
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,317,815 1,317,815

資本剰余金 1,598,482 1,618,109

利益剰余金 29,997,485 33,207,847

自己株式 △1,066,672 △1,060,049

株主資本合計 31,847,110 35,083,722

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,827 41

為替換算調整勘定 △80,724 139,366

退職給付に係る調整累計額 △3,399 △2,949

その他の包括利益累計額合計 △86,951 136,458

純資産合計 31,760,158 35,220,181

負債純資産合計 38,957,221 42,013,375
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 25,032,329 27,367,182

売上原価 16,766,276 18,169,798

売上総利益 8,266,052 9,197,383

販売費及び一般管理費 1,982,545 2,154,184

営業利益 6,283,507 7,043,198

営業外収益

受取利息 7,694 4,347

受取配当金 4,698 4,953

為替差益 － 69,075

受取賃貸料 11,249 11,750

助成金収入 29,413 8,066

その他 9,903 8,626

営業外収益合計 62,959 106,820

営業外費用

支払利息 4,265 4,965

為替差損 55,813 －

不動産賃貸費用 3,060 2,544

その他 517 323

営業外費用合計 63,656 7,832

経常利益 6,282,810 7,142,187

特別利益

固定資産売却益 482 278

特別利益合計 482 278

特別損失

固定資産除売却損 4,388 7,325

退職給付費用 － 121,338

特別損失合計 4,388 128,663

税金等調整前四半期純利益 6,278,904 7,013,802

法人税、住民税及び事業税 1,865,155 2,011,924

法人税等調整額 74,554 149,580

法人税等合計 1,939,709 2,161,504

四半期純利益 4,339,194 4,852,297

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,339,194 4,852,297
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 4,339,194 4,852,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △5,893 2,869

為替換算調整勘定 △35,351 220,091

退職給付に係る調整額 △191 449

その他の包括利益合計 △41,435 223,410

四半期包括利益 4,297,758 5,075,708

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,297,758 5,075,708

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

「収益認識に関する会計基準」等の適用

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財

又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影

響もありません。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示するこ

ととしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新た

な表示方法により組替えを行っておりません。

「時価の算定に関する会計基準」等の適用

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、当第３四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表へ与える影響はありません。

（追加情報）

　 退職給付債務及び費用の算定方法の変更

当社の退職給付債務の計算方法について、従来まで簡便法を適用しておりましたが、対象となる従業員数の増加

に伴い、第１四半期連結会計期間の期首より原則法に変更しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首における退職給付に係る負債が121,338千円増加し、同額を退職給付費

用として特別損失に計上しております。

新型コロナウイルス感染症の影響

前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の影響）に記載した新型コロナウ

イルス感染症の影響に関する仮定について重要な変更はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2020年４月１日　至 2020年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 24,065,718 806,048 160,563 25,032,329

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － －

計 24,065,718 806,048 160,563 25,032,329

セグメント利益 6,760,856 168,515 66,918 6,996,290

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 6,996,290

全社費用（注） △717,029

その他 4,246

四半期連結損益計算書の営業利益 6,283,507

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日　至 2021年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
合計

エレクトロニクス
関連事業

グラフィックス
ソリューション事業

太陽光発電事業

売上高

外部顧客への売上高 26,306,292 909,284 151,605 27,367,182

セグメント間の内部
売上高又は振替高

－ － － －

計 26,306,292 909,284 151,605 27,367,182

セグメント利益 7,717,988 130,967 67,358 7,916,313

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利 益 金 額

報告セグメント計 7,916,313

全社費用（注） △876,479

その他 3,364

四半期連結損益計算書の営業利益 7,043,198

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　


